
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（１）ピロリドン系有機溶剤　：　６５～８５Ｗ％
（２）テルペン系炭化水素　　：　　２～１０Ｗ％
（３）カルボキシビニルポリマー（平均分子量５０万以上）：０．２～２．０Ｗ％
（４）カルボキシビニルポリマーの中和剤として　下記の構造を有するポリオキシエチレ
ンアルキルアミンを　０．５～１５Ｗ％
　
　
　
　
（Ｒ＝Ｃ１ ０ －２ ５ 、ｘ＋ｙ＝１～２０）
（５）及び　水分を２～１０Ｗ％含んでなることを特徴とする水溶性ジェル状爪類用エナ
メル除去組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は　化粧品のネイルエナメルを除去するのに必要な　水溶性のジェル状の除去組成
物に関するものである
この種のものは　爪類の美粧化及び　ネイルファションの台頭と相俟って　単なるエナメ
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ルの除去だけでなく　安全性、取扱い性、周囲環境への配慮なども重要なファクターにな
りつつ　その対応がもとめられるところである。
【０００２】
【従来の技術】
所謂　エナメルリムーバーは　強力な有機溶剤として　エナメル塗被物を除去するもので
あり、エナメル剤と同類の有機溶剤として　ケトン系のアセトン、メチルイソブチルケト
ン、アセトニルアセトンや　芳香族系のオルトーキシレン、メターキシレン、トルエン、
及びそれらの混合溶媒など　シンナー系のものが圧倒的に多い。
しかし　当該溶剤の特有の刺激臭や有害性、危険性が問題視されそれに代わるものとして
　Ｎ－メチル－２－ピロリドン、メチルピロリドン、炭酸プロピレン、ジメチルイミダゾ
リジノンなどの比較的安全で　刺激性の少ないものも提示されている。
（例：特願平５－１０５８２８）が　ネイルエナメル類の剥離力が弱く、今１つの工夫が
必要とされている。
その１つの方法として　これらの溶剤に粘性をもたせて　その滞留を安定化させ確実にネ
イルエナメルに働くようにしたものが想起されて高分子ポリマー類を含有させるが、粘度
として２０００ｃｐ（２０℃）以上つまり　ジェル状を担持させることが難しく　この為
にメタノール、酢酸アミル、トリクロルエタン、塩化メチレン　などを併用する方法もあ
るが　毒性が懸念され法的にも制限されるものがあり　化粧品としての目的に適当でない
。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明者はネイルエナメル除去剤として、安全性、洗浄力、においなどで有用なＮ－メチ
ル－２－ピロリドンを中心とする　ピロリドン系溶剤に焦点をあて　これが使用時の取扱
いに　結果として使用効果に大きく支配されることに注目し水溶性とジェル状の物性を同
時付与することが必要であると考えた。
その為に　当該ピロリドン系溶剤と水系に　旨く粘状をもたせることと使用原料が　化粧
品原料基準に該当することの選択が　第一条件になる。
【０００４】
とくにメチルピロリドン系溶剤が６５Ｗ％以上含み　水分が１０％以下では　水溶性のポ
リマーが　充分に粘状（ＶＩＳＣＯＵＳ　ＳＴＡＴＥ）を生じることがなく　温度低存性
が大きく　又、振動、衝撃などのストレスに対して　脆化することがあり商品として流通
にのせることは困難である。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は　このように難粘性の　水含有メチルピロリドン系溶剤の安定な粘性をもたせる
手段として　従来からよく常用されるカルボキシビニルポリマーを用いて　中和及び水和
反応を利用して増粘させることを　工夫したものである。
カルボキシビニルポリマーは　アクリル酸系の高分子化合物で
　
　
　
　
５０万～５００万位のグレードものが　利用できる。
上記　カルボン酸基を中和－水和反応を利用して　結果として減粘の生じ易い　ピロリド
ン系溶剤を　 で　少なくても２０００ｃｐ以上（１５００ｃｐ）が　最低条件とな
る。
【０００６】
この条件の中で　一般に用いられるアルカリ剤や　カルボン酸中和物を形成するものとし
て　とくに下記の構造を有するポリオキシエチレンアルキルアミンが　有用なることを見
い出したものである。
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（Ｒ＝Ｃ１ ０ ～２ ５ のアルキル基、ｘ＋ｙ＝１～２０）
のものが好ましい。
当該化合物水難溶性（ＨＬＢが３～１０）のもので　この水難溶性がピロリドン系溶剤と
水との間で　カルボキシビニルポリマーのカルボン酸と　一種の水素結合を誘導する水和
－中和反応で粘性を発生させるものと考えられる。
【０００７】
この他に本発明は　水分の含有が必要であり　水分の存在によって水溶性のピロリドン剤
溶剤の　粘性を出すことが可能である。
勿論　水分が１０％をこえると粘状は自由に出せるが　ネイルエナメルの除去力は　低下
し商品の目的をなさない。
含有する水分は　２～１０％が好ましい。
又、テルペン系炭化水素を含有することによって　ピロリドン系溶剤のベース臭をマスキ
ングし　爪類に対しての油剤（ネイルプロテクト）として働くもので　爪への過度の脱脂
力を　抑えることにもなる。
【０００８】
かくして　本発明の爪類用エナメル除去組成物は
▲１▼Ｎ－メチル－２－ピロリドンや　２－メチル－ピロリドンのピロリドン系溶剤６５
～８５Ｗ％
▲２▼Ｄ－リモネン、ｌ－リモネン、テレビン油、α－ピネン、β－ピネン、クローバー
油、カナンガ油などの　テルペン系炭化水素（多くは　オレンジ油、レモン油、テルペン
オールなどとして常用されている　油性物質）　　　　　　　　２～１０Ｗ％
▲３▼カルボキシビニルポリマー（ＭＷ５０万以上のもの）０．２～２．０Ｗ％
▲４▼下記の構造式を有する　ポリオキシエチレンアルキルアミン０．５～１５Ｗ％
　
　
　
　
▲５▼水分　２～１０Ｗ％
を　必須成分として　構成することにより安定且つエナメル除去効果のすぐれた結果を　
もたらすことに到達したものである。
この他に　本発明組成物は　ＨＬＢが７以上の水溶性界面活性剤（とくにノニオン状のも
のが好ましい）としてポリオキシエチレン（１～２０モル）、アルキル（Ｃ１ ０ ～Ｃ２ ０

）エーテル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロックポリマー、
高級（Ｃ１ ０ ～Ｃ１ ８ ）脂肪酸アルカノールアミド、
ポリオキシエチレン（ＥＯ：２～１０）
高級（Ｃ１ ０ ～Ｃ１ ８ ）脂肪酸アルカノールアミド、
アルキル（Ｃ１ ０ ～Ｃ１ ８ ）グルコシド、
第３級　アミンオキシド（Ｃ１ ２ ～Ｃ１ ４ ）、ポリオキシエチン（ＥＯ：５～２５）ソル
ビタン脂肪酸吸エステル、ショ糖脂肪酸（Ｃ１ ０ ～Ｃ１ ８ ）エステルなどを配合してもよ
い。
又、スキンケア（ネイルケア）剤として　トコフェロール、レチノール、セラミド、スク
ワラン、ホホバオイル、オリーブオイル、卵黄レシチン、アラントイン、各種生薬エキス
を配合しても　差し支えない。
又、スクラブ剤として　けいそう土、カオリナイト、ベントナイト、クルミパウダー、木
灰、チタンマイカ、雲母、塩化ビニール、ポリエチレン、ＡＢＳ、ポリプロピレン、ポリ
アミドなどの　ポリマービーズを配合しても良い。
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【０００９】
本発明の組成物は　０℃で　２８００ｃｐ以上
２０℃で　２０００ｃｐ以上
４０℃で　１５００ｃｐ以上の　粘度有することが必要で上限は２０℃で　平均１５００
０ｃｐ位までを予定している。
以下　本発明の具体的な内容を　実施例で説明する。
【００１０】
【実施例１】
次の試作品を作り　粘度、エナメル除去力、経時安定性を　比較調査した。
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１１】
【評価方法】
【１】　粘度（Ｂ型粘度計：０℃、２０℃、４０℃）
　
　
　
　
　
　
　
　
（１）の考察　本発明品のものが　各温度で商品としてのジェルの粘性の目安（２０００
ｃｐ～）を確保することができた。
【２】ネイルエナメル（マニキュア除去力）
市販のマニキュア３種タイプを選んで（Ａ、Ｂ、Ｃ、社製）５人のモニターに　マニキュ
アを塗布し　２４時間後のコットンで除去するときの結果を次の方法で調査した。（評点
法→合計点で示す）
５　　：　すばやくきれいにおちた
４　　：　きれいにおちるが時間がかかった
３　　：　おちるが使いにくく　使い勝手がわるい
２　　：　おちにくい　むだが多い（量、時間共）
１　　：　おちにくい（かなりのこる）
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（２）の考察
本発明のものが　除去力、作業性、使い勝手など総合面で評価が高い　有意な差を確認し
た。
【３】液の安定性
次の条件下の　安定性を調査した。
▲１▼　４０℃２ヶ月（６０ｄａｙｓ）
▲２▼　２０００ｒｐｍ　遠心分離器
５分－１分　休み－５万－１分　休み－５分後の外観の状態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１２】
【実施例２】
次の組成からなる試作品を作り　本発明の効果を確認した。
【表２】
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次の通り試作品の評価を行なった。
【評価方法】
【１】粘度（Ｂ型粘度計：０℃、２０℃、４０℃）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１）の考察
本発明の成分及び成分割合のものが所定の結果をえることができた。
【２】除去力及び使用感
５人のモニターに　マニキュアをおとすときの除去力を の　市販のマニキ
ュアＡ、Ｂ、Ｃを用いて除去力及び　使用感を調査した。
○　除去力：（５、４、３、２、１、の評点法）
○　使用感（２、１、０の評点法で　その合計点で示す）
２－使用感がよい
１－臭気があり、使用しずらい
０－臭気が著しく悪いし、爪に違和感がある
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【００１３】
【本発明の効果】
本発明は　爪類用エナメル除去剤として　安全且つ、確実に　除去機能を発揮させるだけ
でなく　程良い粘性（ジェル状）を有し　少量を当該爪に塗布してこすることにより　む
りなく爪そのものに損傷を与えずに且つ、快適に使用できるものとしたことである。
即ち　無臭性のエナメル除去剤にして　引火性も極めて少なく、水含有の効果でしっとり
と爪を保護（ネイルケア）し乍ら適確にエナメルそのものに　接触する状態を　形成する
ことができる　利便性を有するものである。
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